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■
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
　
共
助
の
仕
組
み
を
提
言

■
安
曇
野
の
玄
関
口
　
美
化
活
動
に
協
定
締
結

■
業
務
時
間
外
の
災
害
を
想
定
　
対
策
本
部
設
置
訓
練

市
民
と
市
が
協
働
し
て
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
、
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
は
2
月
18

日
、「
全
市
的
な
見
守
り
、支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
提
言
書
を
市
に
提
出
し
ま
し

た
。こ

の
提
言
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
を
含
め
た
全
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
、
市
・
区
・
社
会

信
州
ふ
る
さ
と
の
道
ふ
れ
あ
い
事

業
（
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
協
定

調
印
式
が
2
月
22
日
、
県
安
曇
野
庁

舎
で
行
わ
れ
、
安
曇
野
Ｉ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
Ｃ
周
辺
道

路
の
美
化
活
動
に
関
わ
る
協
定
を
、

寺
所
歩
こ
う
会
（
花
岡
伸
泰
代
表
）・

県
・
市
の
3
者
が
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
平
成
27
年
か
ら
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
ご
み

拾
い
や
除
草
作
業
な
ど
を
行
う
、
同

職
員
の
自
主
参
集
に
よ
る
災
害
対

策
本
部
設
置
訓
練
が
2
月
17
日
、
市

役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
8
時
に
市
内
で
震
度
7
の
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
災

害
発
生
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
職
員
が

自
主
的
に
参
集
。
到
着
し
た
時
間
や

経
路
を
申
告
し
た
後
、
到
着
順
に
渡

さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
に
従
い

机
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
コ
ピ
ー
機

福
祉
協
議
会
・
事
業
者
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
策
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
に
は
、
全
市
的
な
制
度
が
分
か

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
冊
子
の
作
成
や

区
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
の
支
援
体

制
の
確
立
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
区
に
は
隣
近
所
や
隣
組

な
ど
に
よ
る
声
掛
け
、
社
会
福
祉
協

会
の
美
化
活
動
に
対
し
て
、
県
は
資

材
提
供
や
傷
害
保
険
の
加
入
、
看
板

設
置
を
、
市
は
両
者
の
連
絡
調
整
を

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
定
を
結
ん
だ
範
囲
は
安
曇
野
イ

ン
タ
ー
交
差
点
か
ら
見
岳
町
交
差
点

ま
で
の
約
1
・
2
㎞
と
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
交
差
点
か
ら
安
曇
野
イ
ン
タ
ー

北
交
差
点
ま
で
の
約
３
０
０
ｍ
。
多

く
の
観
光
客
が
通
行
す
る
安
曇
野
の

な
ど
を
用
意
し
、
災
害
対
策
本
部
室

の
設
営
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
災
害
対
策
業
務
を
行
う

班
ご
と
に
分
か
れ
、
被
害
情
報
の
整

理
や
対
応
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
員
は
「
対
応
を
検
討

し
て
い
る
間
に
も
次
々
と
新
し
い
情

報
が
入
っ
て
き
て
、
情
報
の
整
理
が

大
変
だ
っ
た
。
実
際
の
現
場
は
も
っ

と
情
報
が
錯
綜
す
る
と
思
う
の
で
、

玄
関
口
で
あ
り
、
本
年
は
4
月
25
日

か
ら
6
月
16
日
ま
で
「
信
州
花
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
良
好
な
環
境
保
持
に
3
者

が
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

寺
所
歩
こ
う
会
の
花
岡
代
表
は

「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

議
会
に
は
障
が
い
者
な
ど
要
支
援
者

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。田

村
浩
会
長
は「
提
言
を
生
か
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
宮
澤
市
長
は
「
提
言
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
実
行
性
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

事
前
に
で
き
る
こ
と
は
し
っ
か
り
準

備
し
て
対
応
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。市

で
は
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
災
害
時
に
全
職
員
が
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
同

様
の
訓
練
を
複
数
回
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

提言書を提出する田村会長（写真左）

美化活動に関わる協定を調印

被害状況を地図に書き込む職員

新ごみ処理施設建設地

移転先となる市役所
地域づくり課窓口

穂高広域施設組合（安曇野市・池田町・松川村・
生坂村・筑北村・麻績村で構成）の新ごみ処理施
設の起工式が 2 月 21 日、現施設南側隣接地で行わ
れました。

新施設は 1 日最大 120㌧を処理するほか、消費電
力を賄う蒸気タービン発電機を備えるなど、環境
に配慮した先進的な設備を備えます。工事完了は
2021 年 2 月を予定しています。

新施設の概要は広報あづみの 11 月 21 日発行号
（No.281）または穂高広域施設組合Ｈ

ホームページ

Ｐをご覧くだ
さい。

穂高支所西棟の市民活動サポートセンター（く
るりん広場）が、4月1日から本庁舎内に移転します。

引き続き協働のまちづくり推進の拠点として、情
報の収集・提供、相談、協働のコーディネート、交流、
人材育成、学びの場等の機能を担います。移転後
当面は、地域づくり課（2 階4番窓口）と１階に設
ける情報コーナーを中心に事業を展開します。
◎移転に伴い、連絡先とＨ

ホームページ

Ｐアドレスが変更になります。
4 月 1 日（月）以降の連絡先　471・2013（直通）
mkururin ＠ city.azumino.nagano.jp
uhttp://www.city.azumino.nagano.jp/site/
azumino-skc/

新ごみ処理施設建設工事
起工式が行われました

市民活動サポートセンター
（くるりん広場）が本庁舎に移転


